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２０１２年５月２３日

＜報道関係各位＞

一般社団法人日本化学工業協会
―日化協 第３６回安全表彰―

安全最優秀賞に「ＪＳＲ株式会社　四日市工場」を選定
一般社団法人 日本化学工業協会（以下、日化協）はこのほど、第３６回日化協安全表彰の受賞事業所の選考審査を行い、安全最優秀賞にＪＳＲ株式会社四日市工場を選定いたしました。
日化協安全表彰は、化学業界における自主的な保安・安全衛生の推進の一環として、優れた安全活動を　実施し業界の規範となる事業所を表彰するもので、本年で３６回目となります。今回は１９事業所（内、２研究所含む）の推薦（応募）がありました。外部有識者で組織する安全表彰会議（議長：田村 昌三／東大名誉　　教授）において、事業内容、従業員数などを勘案した安全成績や、事業所の現地調査による安全活動の実施状況などをもとに公平に審議した結果、以下のとおり各賞受賞事業所を選定いたしました。
各賞の安全活動の詳細内容報告は、６月２２日（金）に発明会館（東京都港区）で開催する『安全シンポジウム』にて行われる予定です。
■日化協「安全最優秀賞」（１事業所）
事業所名：
ＪＳＲ株式会社　四日市工場
所在地：
三重県四日市市川尻町100番地
操業年月：
昭和35年
主要事業：
SBR、NBR、S-SBR、ラテックス、半導体用フォトレジスト、ディスプレイ用材料　等の製造
危険物取扱量：
指定数量の約5.1万倍　　高圧ガス取扱量：約44.5百万Nm３／日
従業員数：　
1695　名
安全成績：
無災害記録時間　1800万時間　　　無災害年数　5年
主要受賞歴：
日化協・JRCC安全賞 （1982年5月）
厚生労働省労働基準局長　業種別無災害記録第3種 （2010年1月）
選定理由  ：　　「地道に、真面目に、徹底的に」をスローガンに、「企業理念」「経営方針」「安全、環境、品質、製品安全に関する経営方針」に基づいて人間尊重の立場に立ち、「安全第一」および「地域社会との共生」を旨とした工場の安全衛生基本方針を定めている。特徴的な安全活動として、①変更点管理強化により、設備の新増設・変更、運転条件、物質及び人的な変更について安全環境の評価検証の実施、②危険源特定と低減活動の徹底、③KZ活動（ケガゼロ　危険ゼロ活動）によるヒューマンエラーの低減、危険予知活動の推進を実行している。また、多くの教育計画のもとに安全に関する教育訓練、研修にも熱心に取り組んでいる。
■日化協「安全優秀賞」 （２事業所）
事業所名： 
昭和電工株式会社　横浜事業所　（神奈川県横浜市神奈川区）
事業所名：
ＪＮＣ株式会社　水俣製造所　（熊本県水俣市野口町）
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なお、５月２８日（月）に開催する第２１回日化協定時総会（於：パレスホテル）にて、「第３６回 日化協安全表彰」の表彰式を執り行う予定です。






■本件に関するお問い合わせ先■


一般社団法人 日本化学工業協会・広報部　　高橋、小林　　　TEL：03‐3297‐2555
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